
地区子ども会の加入促進については、子ども会育成連

である。近年、青少年の放課後の居場所や体験学習の機会が減 合会と協力して進めることとし、リーダー育成の活動内容をPR

少しており、その「場」や｢機会」の提供が求められている。 するよう、市ホームページから子ども会ホームページへのリン

　また、市民意識の変化により、町会などの地域活動とともに クを貼るとともに、今後もポスターやチラシ等により加入の促

、子ども会の加入総数も減少傾向にある中、活動内容等を広く 進を図っていく。

PRし、少しでも減少を抑えられるような取組みが必要である。

　放課後子ども教室は、地域住民による協力により全小学校で実施している。放課後事業の

担い手を募集するため、平成２９年度も町会へのポスター掲示を実施した。今後は、子ども

Ｂ
の放課後の居場所の充実へ向けて、場所や内容、回数の見直し等を図っていく。子ども会の

加入児童数は、子ども会育成連合会とともに周知に努め、若干ではあるが持ち直した。

　放課後子ども教室の内容や回数の見直し等に当たっては、体育館や校庭での事業実施の充

実を検討していく。また、実施回数の拡大ヘ向けて、地域の人材確保や大学生などの若手ス

→ タッフ登用のための取組みを行っていく。子ども会加入については、活動による子どもの成

長の様子や育成プログラムなど、加入のメリットについての周知を強化していく。

　児童・青少年の健全育成については、これまでも、家庭のほか地域の方の参画により進められてきた。児童・青少年が遊びや集団での活

動を通じ、自己信頼感や友人との連帯感を育む居場所や機会は必要であり、また、青少年が放課後活動や地域の催しに参加することで、主

体性や地域での交流・活動の活発化が図られるものと考える。地域の関わりの希薄化が懸念される中、今後も、家庭・学校・地域・行政の

連携のもと青少年の健全育成に取り組んでいく。 
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01 子どもの成長と生涯にわたる学びのまち こども青少年部・児童青少年課

02 児童・青少年育成 こども青少年部・児童青少年課

05 児童・青少年の健全育成

　児童・青少年の積極的な社会活動への参加を通じて、社会の一員としての自覚を促し、家庭・学校・地域・行政が一体と

なり、児童・青少年が健全に成長できるようにします。

放課後子ども教室事業　

放課後子ども教室参加児童 参加児童延べ人数
人 11,904 11,050 12,884 11,474

延べ人数
地区子ども会の加入児童数 地区子ども会の加入総数

人 2,417 2,300 1,952 2,103

通学合宿を実施する団体数 通学合宿を実施する団体数
団体 6 3 3 3

　放課後の子供たちの適切な遊びや生活の場の確保が必要であ 　放課後子ども教室等の活動を拡充していくとともに、地域の

り、放課後子ども教室は、内容や回数の充実とともにコーディ 方の参画を得ながら、学習やスポーツ・文化活動、地域住民と

ネーターや安全管理員の確保、世代交代が課題である。　 の交流活動などの取組みを支援していく。

　青少年の健全育成には、学校、家庭、地域社会の連携が重要 　また、
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01 青少年育成事業　（児童青少年課）

青少年教育事業

任
意

4,811
0

5,535

１ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ １ Ｂ01 01 10 04 03 01 01 5,535

青少年団体の活動支援として 5,530 0
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余裕教室・校庭・体育館等を 6,897
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